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　Du　moyen　盆ge　aux　temps　modemes，la　France　connut　un　essor　considεrab1e　des

vagabonds　auxquels11on　donnait　diff6rents　noms“char1atans”，“opεrateurs”ou“empiriques”，

etc．I1s　traitaient1es　malades，arrachaient　des　dents　ou　vendaient　diverses　drogues　ou　remεdes

（orviεtans，th6riaques　ou　mithoridats）sur1a　place　pub1ique　ou　au　cours　des　fεtes　foraines．

Comme　i1s㏄uvraient　sans　autorisation　ou　en　se　semant　de　faux，ils　faisaient　usage　de

boniments　pour　tromper　leur　pub1ic　ou　cherchaient註1■a116cher　par　la　pr6sentation　de　comε一

dies　jouεes　par1es　com6diens　ita1iens　ou　franQais　de　compagnie．Sur　dεnonciation　des　m6decins，

des　chirurgiens　ou　des　apothicaires16gitimes，1es　autoritεs1oca1es　leur　interdirent主maintes

reprises　I’exercice．En　vain，1eur　popu1arite　ne　fit　que　slaccroitre．

　Le　but　du　pr6sent　travail　est　d’6c1aircir，主　travers11ξtude　de　deux　personnages　c61εbres，

Mondor　etTabaran，qui　tous1es　deuxvivaient主Paris　au　cours　du17e　siec1e，1a　signification

historique　et1a　fonction　contre－cu1tureI1e　que　revεt　ce　phenomene　en　France．En　effet1e

char1atanisme　jouait　non　seu1ement　un　grand　r61e　dans116vo1ution　du　th6盆tre　et　de1a1itt6－

rature　franqaises，il　conf6rait　aussi　et　en　m6me　tempsえdonner　plus　de　p1ace　aux　atmosphさres

festives　dans　la　sociεt6urbaine，etきmoderniser1a　mεdecine　et1a　pharmacie　en　France．

＊人間健康科学科 ㍉ワeρ∂rσηeηf　ofHu㎜∂η1プθ∂〃わ301eηce8

（D6ρ∂rfθ㎜e〃de83C1θη0e8dθ3∂ηf6

肋㎜∂加θ）
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はじめに

　歴史の風景にはつねに祝祭的な人々がいる。正

統な社会の身繕いから逸脱し、逸脱することで自

らの負性の生を営み、その周囲に噺笑や裏返され

た笑いを産み出す人々。たとえば、中世から近世

にかけてフランスを初めとする西欧世界で活動し

た、一般に《シャルラタン》と呼ばれる人々がそ

うである。彼らはまず医者であり、薬剤（調剤）

師であり、興行師であり、抜歯人でもあった。都

市の広場や大市や祭りに、つまり人の蝿集がある

ところならどこにでも姿を現し、随分と怪しげな

施術を行い、あるいは仮設の舞台で、同道した役

者たちに喜劇や軽業を演じさせて客を集め、巧み

な口上ほどには効果のない万能薬や解毒剤を売り

つけた。時にはまた、虫歯に悩む者を舞台に上げ、

見物人が固唾を飲んで見守る中で、さも大仰に無

痛の抜歯芸を披露したりもする。

　しばしば医師（内科医）や外科医、あるいは薬

剤師の組合から、さらには「患者」から告発され、投

獄の憂き目に逢うこともあったが、いったいに彼

らは医業に関する該博な知識の持ち主であり、そ

れに基づく手練手管は、しばしば「専門家たち」

を顔色なからしめるほどだった。そんな彼らの間
　　　　　　　　　　　　　も　く」　り
題はただひとつ、いずれもが無鑑札だというとこ

ろにあった。

　しかし、そこはしたたかさを最大の武器とする

彼らである。無鑑札を正統と信じこませることな

ど、さほど造作のない所業だった。たとえば、一

枚の紙切れに国王侍医や参事会の名を願って署名

し、これに輝かしい、だが針小棒大の手柄話を付

加するだけで用は足りた。いかさま師あるいは詐

欺師。ありていにいえばそうなるだろう。とはい

え、そこで真に間われるべきは、これほど容易に

詐称できる正統な鑑札（免許）制度自体の方だっ

た。いや、大方が目に一丁字ない一般民衆の側か

らすれば、鑑札の有無など何ほどのことでもな

かった。大事なのは、もとより目の前の苦痛を癒

してくれるかどうかが問題であり、それすら叶え

てくれさえすれば、正統であれ何であれ、択ぶと

ころはなかった。

　ことほどさように、彼らシャルラタンたちは正
　　　　　　　　　　　　　　ぬえ
統と「異形」との虚実皮膜の間を鶴のようにうご

めいた。そして、持ち前のトリックスター性にフ

リークさを重ね合わせて身につけていた彼らは、

独特の遊行精神によって定住的な杜会に閣入し、

日常性と正統性を授拝してその危うさを露呈させ、

多くがまたいずこともなく去っていく。

　法は違犯するためにあるとは、「呪われた思想

家」ジョルジュ・バタイユー流のアフォリズムだ

が、まさにシャルラタンたちは、こういってよけ

れば卓抜した違犯者であり、異能者でもあった。

いや、彼らにとって異能と詐欺とはほとんど同義

だった。あるいはこの独特の用語法に、道化とい

う一語を加えてもよいだろう。事実彼らは、行政

当局から繰り返し出されるシャルラタン禁令を巧

みに潜り抜け、違法と遵法の、日常と非日常の、

正統と異貌の、そしてむろん正気と狂気の境界を

際限なく拡大して引き寄せ、大衆の真っ只中でそ

れをしばしば見世物仕立てで演出するという、す

ぐれて遣化的な手法を自家薬籠中のものにしてい

た。すなわち、その多分にいかがわしい医術や薬

学を見世物化し、「患者」を観客にまつりあげ、さ

らに人々の侮蔑や潮笑を格好の台本として、杜会

と秩序を自らのしたたかな、時にはグロテスクな

までのイマジネールのうちにからめとる。からめ

とって過不足なく近代を祝祭化し、社会秩序を支

える「正統」の脱聖化と戯画化を図ったのだ。

　本稿は、なぜかこれまで研究対象の婬外におか

れていた（1）そうしたシャルラタンのうち、とく

に17世紀のパリを中心に活躍した奇才2人に焦点

をあて、彼らの異形的世界を垣問見ようとするも

のである。本論に入る前に、まず基本的なシャル

ラタン像を確認しておこう。

I．『シャルラタン」を巡って

　定説によれば、シャルラタン（char1atan，

Ciar1atan）の語源とされるイタリア語のチャルラ

ターノ（Ciar1atano）は、イタリア中部ウンブリ

ア地方の町チェルレト・ディ・スポレト（Cerreto

diSpo1eto）に由来するチェルレターノ
（Cerretano、字義は「チェルレト出身者」）から

派生したものだという｛2〕。中世に、この村が薬の

行商人を多く出したことによる。後述する「シャ

ルラタンの王」タバランは、さらにこの語をいず

れも「物真似する者」を指すギリシア語のケイロ

ノモイ（keiron6moi）や、ラテン語のゲスティ
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クラトーレス（geStiCωatoreS）、あるいはルディ

オネス（1udiones）に由来するとしているが（3〕、む

ろんこれは「職業」としての系譜であり、語源で

はない。

　シャルラタンという語自体は、プルタルコスの

翻訳者として知られるジャック・アミヨ（1513－

1593）が、1567年に著した『著名人たちの生涯』14〕

に初出するという。だが、それよりも前に、フラ

ンドルの医師コルネイユ・バット（1449－1517）

が、弟子ブルゴーニュ公アドルフの教育用に編ん

だ『世界点描』に出ているとする説もある（5）。

しかし、当然のことながら、フランス国内に限っ

てもすべて同一呼称が用いられてきたわけではな

く、地有によって多少なりと変異がみられる。た

とえば西部のサントンジュ地方ではシェルレタン

（cherletan）、南西部のカタロニア地方ではハル

ロター（Xar1Ot盃）、東部のサヴォワ地方ではサル

ラタン（Qhar1atan）、南部のアヴェイロン地方

ではショルロトン（chor1oton）、さらに二一スー

帯ではチャルラタン（Ciarlatan）と呼ばれていた

という（6〕。また、南仏のヴォークリューズ地方

では、山地サン＝ロマネの住民たちを、おそらく

はその騒々しい話し方や声からシャルラタンと呼

んでいた、とする説もある（7）。

　このようにみてくれば、シャルラタンなる語と

そのイメージが、時代の前後を捨象して考えれば、

ほぼフランス全土で用いられていたことが分かる。

だが、それはおそらく当初から負の意味を帯びて

いた（8〕。同様の事情はラテン語圏のみならず、

英語やドイツ語についてもし）える。すなわち、

char1atanなる語は、いずれも「いかさま師、山師、

偽医者」などを指すquack（一doctor，一medicjne）

やMarktschreirerと同義に用いられてきた。

　事実、フランス中部ポワティエ生まれの文学者

で生地の商人頭（市長）もっとめた出版業者のギ

ョーム・ブシェ（1526－I606）は、フランソワ’

ラブレーの弟子たちを相手に見立てた対話の書

『レ・セレ』（1584年）の中で、「ローマ法が……
　　　　　　　　　　　　　アンビリク
きちんと遵守されていれば、偽医者やシャルラタ

ンはこれほどはびこったりはしなかっただろう」

と嘆いている（II，217）。魔女弾劾でも勇名を馳

せたあのジャン・ボダン（1530－1596）もまた、

近代の国家・主権論を方向づけたとされる『共和

第14巻 第1号 2001年

政六書』、いわゆる『国家論』（1583年）のフラン

ス人の体質に関する一節で、シャルラタンをこう

論じている（9〕。「つまり、すべての偉大な雄弁家

や立法者、法律家、歴史家、詩人、道化師、サル

ラタン（Sar1atan）、さらに巧みな弁舌と美辞麗句

によって人々の心を誘惑する者たちは、（フランス

杜会の）ほぼ中ほどに位置するのである」（丸括弧

内蔵持）。

　さらに、フランドルの領主で外交官・文学者と

しても名声を博し、カルヴァンにも近かったフィ

リップ・ヴァン・マルニクス（1548－1598）も、

1589年に著わした『キリスト教と教皇絶対主義と

の差異表』で、シャルラタンを詐欺師と同一視し

ている。

　ところが、言語の杜会的用法を通して習俗や信

仰、思考などの展開を研究した、人文主義者のエ

ティエンヌ・パキエ（パスキエとも。1529－16I5）

となると、シャルラタンのイメージは一気に拡大

される。すなわち、死後I世紀以上経った1723年

に刊行された『書簡集』の中で、「宮廷シャルラタ

ン」の無知さ加減を廟笑っているが、そこでは無

能力かつ無責任な宮廷人までもが、シャルラタン

として侮蔑の対象となっているのだ。では、派生

語はどうか。興味深いことに、特定集団ないし人

物を指す名称として、シャルラタンはじつに多様

な派生語を有している。それらをW・フォン・ヴァ

ルトブルクの『フランス語源辞典』に依って文献

初出順に並べれば、おおむね次のようになるだろ

う（一部筆者修正・補足）（lo〕。

1536年 char1atan「シャルラタン」

1560年頃

1573年頃

1575年

1575年

1576年

1580年

1586年

シャルラタニゼcharlatanjser
「シャルラタンのように偽る」

シャルラタネchar1ataner「シャル

ラタンを営む」

シャルラタヌリchar1atanerie
「シャルラタンのような手口、編り」

シャルラトゥリchar1aterie「シャル

ラタンの手口、話」

サルラタィSarlatan「シャルラタン」

シャルルタニスクcharIetanisque

「シャルラタンに由来する」

サルラタヌリSar1atanerie「シャル
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　　　　　ラタンの話」

16世紀末　シャルラテcharlater「シャルラタン

　　　　　を営む」

17I8年　　シャルラタネスクchar1atanesque

　　　　　「シャルラタンに関わる」

1732年　　シャルラトゥヌchar1atene「女性

　　　　　シャルラタン」

1750年　　シャルラタニスムchar1atanisme

　　　　　「シャルラタン的気質、言動」

　これら派生語の具体的ないし辞書的な字義は、

「シャルラタン」の部分を「山師、いかさま、詐

欺、詐称、欺臓、駄弁」といった意味に置きかえ

れば容易に得られるだろう。さらに地方語におけ

る派生語を加えれば、このリストはおそらく何倍

にも膨れ上がるはずである。語彙自体の広域11生に

ついては、彼らが諸国を経巡ったということで理

解できるとしても、これほどの造語力はいったい

何に由来するのか。おそらくそれは、シャルラタ

ン的なるものが民衆生活の中に深く浸透していた

ことを端的に物語っているはずだが、それにして

も、なぜ17世紀の造語がない、もしくは極端に乏

しいのかoI〕。今は疑間として指摘するほかないが、

ともあれ現代フランス語における「シャルラタン

＝いかさま師」というネガティヴな字義は、こう

して16世紀後葉から17世紀前葉にかけてほぼ完壁

にできあがっていたことになる。

　たとえば、1622年にパリのドゥニ・ラングロワ

なる書騨から刊行された小冊子のシャルラタン論

駁書、すなわち『シャルラタンの起源や習俗、詐

欺、詐称についての陳述』（12〕は、匿名の著者

（I．D．P．M．O．D．R．）一おそらくジャン・デゴレ

ースーによるものだが、その冒頭にはこう記さ

れている。

　　最初に、私はシャルラタン（ciarlatan）と

いう語を、イタリア人がサルティンバンコ
　　　　　　　　　　　　　　　パトウルール　　プフオン
（sa1timbanco）と呼ぶ者たち、大道芸人、道化、
パンドゥール・ドゥ・パガ干几

口上（呼び）売り、さらに広くは公共の広場で、

台の上に乗り、あるいは地面に立ったり馬にま

たがったまま、果多しい偽りの確約を並べて言葉

巧みに薬の効能を称え、さらに無数の驚異謂を

語りながら、しかじかの疾患を治すために調合

されたという内服薬や軟膏、油脂、粉末を売る、

他のすべての者たちを指すものとして理解して

いる。

　薬・（仮設）舞台・芸人・口上…　。ここには

明らかにシャルラタンー般を規定する外的要素が

列挙されている。そして、これにいかがわしさと

いう内的要素を加えれば、シャルラタンの全貌を

語ることになる。いささか前書きが長くなったが、

ここで本論に入ろう。

II． 「金の山」モンドール

お前はシャルラタンや巾着切り二

はたまた偽兵士たちの約束の場所か、

軟膏や湿布薬売りのたちが商売する

常打ちの芝居小屋たるポン＝ヌフよ。

お前の上には抜歯人もいる。

古着屋や本屋、街学者たちもいる。

新曲の歌い手や淑女相手の女街たち、

加えて陰の商売の親方も、

オペラトゥールや科学者も、

さらには錬金術の医者たちすらいる。

　17世紀の詩人ベルトは、『ビュルレスク詩による
　　　　　　　　　　　　　　　　　ピュルレスク
パリの町』の中で、当時流行していた卑俗文体を

駆使して、パリの心臓部とでも呼ぶべきポン＝ヌ

フ橋をこう描いている（13）。竣工1606年という、

セーヌ川にかかっている現存の橋の中でもっとも

古い歴史を有しているにもかかわらず、なおも「新

橋」と呼ばれるこの石橋は、中の島であるシテ島

をセーヌ両岸と結び、橋上家屋がなかったため、

完成当初から多くの人々が足繁く行き交う場と

なっていた。1614年には、4年前に狂信的なカト

リック教徒カヴァイヤッグに暗殺されたアンリ四

世の騎馬像が、橋の中ほどの西側張り出し部に据

えられた。制作地はトスカーナ地方リヴォルノ。

そこから水路パリに運ばれたものである（この像

は1792年、大革命の際に解体されたのち、1818年

にルイ十八世によって再建されている）。

　以後、全長270メートルあまりのポン＝ヌフ橋は、

パリの、いやフランス全体の重要な歴史的事件の

舞台となる。たとえば、アンリ四世の葬列はここ

を通り、騎馬像に最後の別れを告げている（1610
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年）。また、幼いルイ十三世の摂政だった母后マリ

ー・ド・メディシスの格別の寵愛をよいことに、

放蕩三昧に明け暮れて周囲の反援を買い、ついに

ルーヴル宮で暗殺されたフィレンツェ生まれの山

師アンクル侯爵、本名コンチーノ・コンチー二の

遺体は、まさにこの橋の上で民衆に凌辱・解体さ

れ、その肉片の一部が騎馬像の下で焼かれ、食べ

られている（1617年）。17世紀中葉のフロンドの乱

ではここが主戦場となり、I721年に、グレーヴ広

場（現パリ市庁舎前広場）で車裂きの刑に処され

た稀代の大泥棒カルトゥーシュが、徒党を組んで

大暴れし、パリ市民を恐怖の底に突き落とした舞

台もここだった（14〕。さらに、1789年7月14日には、

武装した革命軍が数門の大砲とともにこの橋で

堂々の行進を繰り広げ、勇躍バスティーユ牢獄へ

と向かっている。ナポレオンの即位式を祝う行列

（1804年）や、ルイ十八世のパリ入市儀礼（1817

年）も、やはりここで営まれている（15〕。

　こうした歴史的事件の一方で、ポン＝ヌフ橋は

ジャック・コロを初めとする多くの画家たちに画

想を与えただけでなく、庶民生活のまたとない場

でもあった。国王ルイ十三世から橋上での組立て

式露店設営が正式に認められるようになるのは、

リシリュー実権下の1640年頃である。だが、実際

にはそれ以前から、前述の詩に謁われているよう

に、きわめて雑多な立売り人が見られた。加えて、

花売りや野菜・果物売りはもとより、いささか変

わったところでは、キリスト受難劇に代表される

聖史劇（らしきもの？）を演ずる役者たち、のち

に「ポン＝ヌフ」と呼ばれるようになる卑狸な歌

を得意とする歌い手、砒素の入った箱を抱え、竿

の先にネズミの死骸を数珠状に吊して、「猫いら

ず」と叫ぶ殺鼠剤売りらの姿もあった（16〕。しば

しばオペラトゥールとも呼ばれるシャルラタンた

ちにとって、首都でもっとも般賑をきわめるここ

は、文字通り晴れ舞台にほかならなかった。

　前述したアンクル侯爵の遺骸が引き千切られた

翌1618年のある金曜日、このポン＝ヌフ橋とドー

フィネ広場の間に、市民たちの時ならぬ人垣がで

きる。突然、そこに舞台が建ったのだ。むろん、

急ごしらえの代物であってみれば、セーヌ右岸
レ　　・　ア　ル

中央市場界隈のモーコンセイユ通り（現、エティ

エンヌ＝マルセル通り）にあり、当時、パリで唯

第1号2001年

一の常設劇場だったオテル・ド・ブルゴーニュ座

のような豪華さとはまるで無縁。屋根はなく、取

りたててセットらしきものも見当たらず、ただ板

敷きの舞台に後幕を張っただけの粗末な、つまり

大道芝居用のいかにもありふれたバラック風「劇

場」だつた。

　だが、物見高いパリッ子たちにしてみれば、建

物の様子より、これから何が始まるかという期待

と、そこに人が集まること自体に関心があった。

もしかすると、前年、契約上の問題でオテル・ド

・ブルゴーニュ座から撤退し、以来消息を絶って

いた一おそらく旅回りをしていた一当代
きっての喜劇三羽烏、すなわちグロス＝ギヨーム

やテユルリュパン、さらにはゴーティエ＝ガルギ

ユが舞い戻ってきたのか。

　そんな見物人たちの期待と好奇心が十分高まる

のを見届けるようにして、ようやく開演の運びと

なる。時間は午後。まずはヴィオルとレベッカ

（中世からルネサンス期にかけて用いられた3弦

の擦弦楽器）の演奏である。あるいは、コメディ

・イタリエンヌ（コンメディア・デラルテを指す

フランス語の通称。字義は「イタリア喜劇」）（17〕

の役者たちによる、ロマン・コミック調の
パ　ラ　ド　ウ

客寄せ芝居が演じられたかもしれない。ともあれ、

お世辞にも上手いとはいえない弦楽器の音に促さ

れるかのように、やがて舞台に、立派な白髭を生

やし、金ぴかの衣装に身をかためた男がひとり、

長い髪を揺らしながら姿を現す。パリッ子たちに

は初見参だが、男が仰々しく名乗った名前はモン

ドール（MondorないしMontdor）。意味は「金

の山」（Mont　d’Or）である。一説には、国王の

解毒医で、医学博士の免状ももっていたという（18）。

さて、お立会い。かくも賑々しくまかりこし

ましたる私めこそ、名はモンドールにて、生

まれはウンブリアの名高きチェルラート。サ

レルノの大学にて医学と薬学を修め、かたじ

けなくも医業の免許を得て諸国を巡り、ここ

もと持参いたしましたる天下の妙薬オルヴィ

エタンにて、上は国王・諸侯から、下は庶民

にいたるまで、あまたの病人をたちどころに

治し、恥ずかしながら、当代きっての名医と

して赫々の名望をほしいままにしております。
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このたび、念願かなって初めてパリの都に上

り、皆様方に、いかなる難病も退ける奇蹟の

妙薬をとくと知っていただきたく、神もご照

覧あれ、法外なる安価にてお頒けする次第。

とは申せ、何分にも希少な霊薬。わが一族に

のみ代々伝わる秘薬中の秘薬であれば、無尽

蔵にあるそこらのものとはわけが違う。売り

きれれば、もとよりそれまで。早い者勝ちと

思し召せ。得て天国、得ざれば地獄、見るだ

けなら煉獄の試練！　いずれをよしとするか

は、皆様方の心一つ。さてもお立会い…　。

　「モロカン（モロッコ人）」と呼ばれる召使に命

じて、舞台の袖に恭しく置かれた長持ち風の薬箱

から、評判の高い万能薬オルヴィエタン（オルヴィ

エターノ）を取り出し、自慢の髭を撫でながら、

おそらくモンドールはこんな口上で見物人の好奇

心と買い気を誘ったことだろう。オルヴィエタン

売りの客寄せ芝居を描いた17世紀の版画には、プ

ルチネルラやブリガンティーネ、盲者といった、

コンメディア・デラルテの役どころによる笑劇が

描かれているが、その舞台右袖に、オルヴィエタ

ンの効能書きが掲げられている。それによれば、

「あらゆる類いの毒、有毒動物や狂犬による咬傷、

ペスト、毒虫、天然痘（痘瘡）その他の疾病」に

功能があるという。だが、モンドールの霊薬は、

さらに脳のぼやけや眩量、万病の原因のもとであ

る悪気、癩瘤、激しいさしこみ、歯痛、船酔いな

どにも効力を発揮したという（19〕。

　時代は18世紀中葉となるが、このオルヴィエタ

ン売りについて、フランスの近代バレーを確立し

た演出家のジャン・ジョルジュ・ノヴェール（1727

－1810）は、『ダンスとバレーに関する書簡』（1760

年）の中で、次のようなうがった見方をしてい

る（20〕。「道化師とオルヴィエタン売りたちは、彼

らが扱うバルサム軟膏より、自らが演ずるバレー

の方に大きな期待を寄せている。彼らはまさにア

ントルシャ（空中で両足を繰り返し交差する動作）

によって、民衆の目を引きつけている。そして、

薬の売上は、彼らのパフォーマンスの多寡に応じ

て増減するのだ」（丸括弧内蔵持）。

　周知のように、ノヴェールはダンスをして「情

熱と習俗・慣行の生きた絵画」と定義し、バレー

のダンサーたちに歴史や音楽はもとより、神話や

解剖学まで学べと唱えている。そこには、啓蒙時

代の知の行方が垣間見られるが、はたしてシャル

ラタンの芸人たちが実際にアントルシャらしき芸

を披露していたのか、それとも彼らの大仰な所作

を象徴的にそう見立てたのか、そこのところは分

からない。ただ、少なくともこの《ダンス・ダク

シオン（激しく動くダンス）》の提唱者は、オルヴィ

エタン売りの客寄せ役者が繰り広げる演技のうち

に、バレーの技法にも通じる特徴を見抜いていた。

つまり、これら役者たちは、バレー・ダンスの演

出法を借用していた。彼はそう言うのである。

　ところで、間題のオルヴィエタンは、正統医者

を毛嫌いしていたモリエールが、1665年、ヴェル

サイユの国王のために5日で仕上げたとされる戯

曲『恋は医者』にも、父親が恋煩いの娘に飲ませ

る貴重な「万金丹」として登場する（21〕。この万

能薬は、イタリア中部オルヴィエト出身のクリス

トファ・コントゥーギが考案し（ルーピ・ドルヴィ

エトなる人物が発明したとする説もある）、1600年

頃、売薬シャルラタンのヒエロニモ・フェランティ

によって、初めてフランスに持ち込まれたという。

呼称はむろん考案者の出身地にちなむ。

　だが、ローマでは（？）じつはそれよりかなり

以前から用いられていた。また、16世紀後葉にパ

リ大学医学部が編んだ医薬書『コデックス・メディ

カメンタリウス』には、冒頭に、並質と上質2種

のオルヴィエタンの紹介があり、前者は34通り、

後者は25通りの成分からなると記されている（22）。

成分の多い方が上質とはいささか解せない話だが、

のちに上質の成分は27種となる。『コデックス』に

はまた、この薬はシャルラタンによって考案され

た神秘的ないし正体不明な代物であるだけに、か

えって病人たちの評判を呼んでいる。それゆえに

こそ、組成の内容を明らかにし、安定したものに

しなければならないともある。のちにこれはイン

チキ薬の代名詞になるのだが、その27種の成分の

うちでもっとも重要なのは、古びたテリアカと、

心臓・肝臓をつけたまますり漬した毒蛇の粉末

だったという（23〕。

　ただ、テリアカ（th6riaque）はそれ自体から

して、すでにオルヴィエタンやミトリダテスと並

ぶ当時の3大解毒剤だった。たとえば、1573年に
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ニコラ・オヴェルなるパリの薬剤師が編んだ、『一

般的・個別的疑問を含むテリアカ・ミトリダテス

論』には、次のように説明されている（24〕。

　（…　）ここで取り上げる解毒剤はテリアカ

（theriace）と呼ばれるもので、名称は、ギリ

シア語で「野獣」や「猛獣」ないし「害獣」を

意味するテーリオン（thεrion）に由来する。（中

略）数種の薬草と毒蛇の肉から調合されたこの

有名な治療薬は、飲みこんだり、噛まれたり、

あるいは刺されたりして体内に入りこんだ毒を

制するのに優れた効き目を有している（丸括弧

内蔵持）。

第14巻

　一説には、この万能薬にはマムシや松脂、さら

に先史時代の洞窟で壁画の顔料としても用いられ

たオーカー土など、60種以上もの成分が含まれ、

調合してから4年後に功能が現れ、12年後にそれ

が尽きるともいう（25〕。

　ちなみに、ミトリダテスとは、ブドウの種を砕

いてミルトとワインなどに混ぜ、熱湯で丸一日溶

かす。そして糊状になるまで煮こんだ蜂蜜を加え、

さらに溶けた樹脂を混ぜ合わせて作った薬だとい

う（26〕。これだけでどこまで解毒効果が得られるの

かは不明だが、面白いのはその来歴である。呼称

から分かるように、前121年から約60年間、小アジ

ァに覇を唱えたポントス王ミトリダテス六世は、

毒殺から我が身を守るため、毎日少しずつ毒を服

して耐毒性をつけていった。そのため、前66年、

ローマの将軍ポンペイウスに敗れ、クリミア半島

に逃れて娘たちともども服毒自殺を図った際、王

のみはすでに毒が効かない体となっていて望みを

達せず、最終的に家来ないし解放奴隷に命じて首

を斬らせたという。毒の量を次第に増して耐性を

える、あの19世紀に考案されたミトリダート法

（mithridatism）とは、まさにこの故事に傲った

療法にほかならない。

　17世紀のパリの医師ピエール＝マルタン・ド・

ラ・マルティニエールは、その『解毒剤論』にお

いて、オルヴィエタンはテリアカより優れ、テリ

アカはミトリダテスより優れているが、それはミ

トリダテスの功能を何ら否定するものではないと

している（27）。はたして実際はどうだったのか、

第1号2001年

もとよりそれを追証するわけにはいかないが、と

もあれここでは、これら3大解毒剤が、一種の信

仰に近い形で重視されていたことと、それがシャ

ルラタンのみならず、正統を名乗る．医師によって

も一般に用いられていたこととを確認しておこう。

　オヴェルはさらに、当時の医師たちがテリアカ

を水溶液にしたテリアカ水を好んで治療に用いて

いるともしているが、その実効のほどはどうだっ

たのか。しかし、言葉の魔力で聴衆の想像力を喚

起し、それを巧みに期待へと変容させて商いをす

るシャルラタンであってみれば、薬の功能などむ

しろ二の次だった。してみれば、実際の口上は、

筆者の平板な想像力を越え、もっときらびやかな

言葉をあれこれ連ねていたはずだ。何しろ彼は、

後述する「シャルラタンの王」タバランの紛れも

ない師匠なのである。口をついて出る言葉に澱み

などありえようもない。

　そして金曜日ともなれば、モンドールは「芸名」

のアナグラムであるロドモン（Rodomont）と自

称し、軍隊長に扮して笑劇の特別興行を打ったも

のだった。舞台には、コンメディア・デラルテの

コロンビーネの向こうを張る女形フランシスキー

ヌも、タバランやロドモンが巻き起こすスラップ・

スティックなラヴ・コメディーに登場した。この

フランシスキーヌなる役名こそ、ほかならぬタバ

ランの妻の実名だったとされている128〕。

　こうした売薬の技法は、モンドールの独創では

なく、すでに以前から各地でシャルラタンが大な

り小なり繰り広げていた。だが、モンドールはそ

こでの見世物を首都でもっとも般賑をきわめる場

所で、閻違いなく一個の「芸」にまで高めた。も

とよりそれには、1620年頃からモンドールの片腕

として従っていたタバランの異能が大いにものを

いったことだろう。しかし、タバランはあくまで

も従順だった。その心を、彼は当代一流の戦略的

感性によって一篇のソネットに仕上げ、畏敬すべ

き師に捧げている（29）。

清水や激流の流れを見たければ、

聲え立っ岩や山に登ればよい。

源がたちどころにわかるはず

水はことごとく丘の高みから下りてくる。

ライン、ポー、そして砂を含んだローヌの大
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河も、

すべて山から流れを引き出し、

源泉はアルプスまで遡る。

師よ、あなたはまさに黄金の山であり、

その宝を流してくれる雄弁が、

無数の運河を経てわれわれの魂の中で蒸留する。

黄金の山とは、まことに言い得て妙である。

あなたがまとった徳性が、

われわれのうちに、かくも聖なる炎を産んで

くれるからだ。

　モンドールの名前を引き寄せての、いかにも大

仰な賛辞である。それはタバランの師に対する傾

倒ぶりを端的に物語るが、これとても口上。調い

あげる対象が、薬から生身の人間に替っただけと

もいえる。

　ところで、モンドールと時期を同じくして、パ

リにはオルヴィエタン売りのシャルラタンがもう

ひとりいた。名前はデシデリオ・デコンブ。彼も

また、ポン＝ヌフ橋のたもとやドーフィネ広場な

いしドーフィネ通りに舞台を仮設し、専属の道化

役者グラトゥラールらによる軽演劇の前座と、イ

タリア託りの口上とによってかなりの客を集めて

いた。このモンドールの商売敵についても多くは

分かっていないが、タバランはその著で、師とデ

コンブとを比較して、両者の資質の違いを次のよ

うに指摘している（30〕。

モンドールは…　機知に富み、多少とも識

字力を備えている。望むなら、もっと誇らし

い仕事につくこともできただろう。礼儀作法

を弁えてもいる。（…　）対するに、デコン

ブは粗野丸出しで、読み書きもできず、まと

もな話しさえできない。その話しを少しでも

聞けば、彼がもっとも無知なシャルラタンで

あり、もっとも厚顔な嘘つきだと分かる（傍

点蔵持）。

　シャルラタンがシャルラタ」ンをいかさま師と断

ずる。近親僧悪といえなくもないが、これもまた

きわめてシャルラタン的所業といえるのだろう。

それにしても、1「もっと誇ら・しい仕事」という文言

は気にかかる。一タバランはシャルラタンの生業を

一種の賎業とみなしていたのだろうか。この疑問

はひとまず措くことにして、ここではこうして弟

子から望外の賛辞を奉られたモンドールの素性を

調べなければならない。

　ありていにいえば、モンドールはイタリア人な

どではなく、フィリップ・ジラールを本名とする

れっきとしたフランス人だった。一説によれば、

フランス東部のロレーヌ地方、もしくは生粋のパ

リ生まれだったともいう。兄弟のアントワーヌも、

やはりシャルラタンだった（面妖なことに、1994

年版の『ロベール人名事典』や小学館の『ロベー

ル仏和大辞典』は、この弟をタバランとしている）。

にもかかわらず、フランス人の彼はなぜイタリア

人と名乗ったのか。当時、オルヴィエタンを初め

とする「名薬」の多くが、イタリア産とされてい

たからである。彼はこうして出自を偽ることで、

怪しげな薬の正統性を打ち出した。商品のいかが

わしさを言葉の魔力で払拭した。まさにこれは、

シャルラタン薬売りのきわめて典型的な手法とい

える。

　では、医者の免許は本当か。16世紀から18世紀

にかけてパリで繰り広げられた祝祭や遊戯、見世

物などを概観した名著『往昔のパリ』の中で、ヴィ

クトル・フルネルは前述したノルマンディー出身

（1574年頃生まれ）のゴールティエ＝ガルギユの

娘の洗礼証書に、「内科医（医学博士）」モンドー

ルの名が記されているとする説を紹介してい

る（31）。真偽のほどは分からない。ただ、署名自

体、決してありえない話しではない。ゴールティ

エ＝ガルグイユの別れた妻が、じつはタバランと

フランシスキーヌとの間にもうけられた（？）、娘

レオノールだったとする説もあるからだ。ちなみ

に、この娘はのちに貴族と再婚したという（12〕。

　モンドールが医者だとする証拠はこれだけであ

る。しかし、しばらくの間行動をともにし、おそ

らくその最大の理解者だったタバランがいみじく

も記しているように、モンドールは辛うじて読み

書きができる程度だった。そんな愛弟子の証言か

らすれば、とても医者とは思えない。もし彼が真

に医者だとすれば、タバランが言うように、「もっ

と誇らしい仕事」につけたはずである。しかしな

がら、モンドールは10年あまりパリ市民の耳目を

集め続け、1625年にタバランが忽然と姿を消した
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後も商売を続けて巨万の富を残した。死後、その

遺体は、愛娘が眠るシテ島のサン＝バルテルミー

墓地に埋葬されたという。

　それにしても、モンドールは一部の他のシャル

ラタン同様、なぜ首都の真中で白昼堂々と商いが

営むことができたのか竈17世紀にパリで医業を営

んでいたジャン・ベルニエによれば、1607年8月

には、ドゥラストルなる偽医者に対する高等法院

の判決が下り、その薬のうち、良質なものは慈善

院に、残りはすべて焼却処分に付されたという。

さらにI年後の1608年8月にも同様の判決があり、

ゴンディ通りにあるドゥラストルの家の真向かい

に住むピエール・パランの商う薬も、「藁と三束の

薪」で燃やされている（33〕。モンドールがパリで

活動を開始した1618年の5月にも、1611年3月に

続いて、独占的な外科医＝理髪師組合の特権と権

威とを守るため、もぐりの医者の、つまりシャル

ラタンの活動を禁ずる王令が出され、違反者には

罰金と治療具の没収という措置がとられてい
る（34〕。

　同様の禁令は枚挙に暇もないほど出されている

が、シャルラタンに対する批判もまた数多くみら

れた。その中でとくに有名なもρとしては、医師

クルヴァルが1610年にパリで著した論駁書『シャ

ルラタンと偽医者に対する都楡』がある。もとも

とこれは、1600年頃、王宮の中庭に舞台を組み、

火傷用の軟膏を売っていたシニョール・イエロニ

モ、すなわちオルヴィエタンをフランスに最初に

持ちこんだとされる、ヒエロニムス・フェランティ

を指弾するためのものだった。

　オテル・ド・ブルゴーニュ座の道化役者ガリネッ

テ・ラ・ガリナや、4人のヴァイオリン弾きを擁

していたこのイタリア出身のシャルラタンは、集

まった観衆の前にしてローソクで手を焼き、さも

大げさに痛がりながら患部に軟膏を塗る。そして

2時間後、全快した患部を見せるというパフォー

マンスで評判をとっていた。彼はまた、モンドー

ルより1O数年前にポン＝ヌフに進出してもいる。

そこでは、評判の「火傷芸」に加えて、鳩尾を数

度にわたって剣を突き刺し、傷口に軟膏を塗って、

翌日、癒合したその傷口を観衆に確かめさせ、薬

を売りつけるという、新手の趣向を披露してもい

る〔35〕。
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　クルヴァルは言っている。「実際のところ、医術

の正統かっ忠実な運用は、健康を保ち、長寿を保

証する。ところが、シャルラタヌリ（いい加減さ）

と無知と埼の無さとに溢れた医術の不当にして

誤った運用は、人体をもはや取り返しのつかない

ほど危険な状態に追い込むのである」（36）。そして、

「フランス国民へ」と題した次のような諸謹詩を

したためている（4，5，6節省略）（37）。

1厚顔無恥な詐欺師たるこれら愚かなシャル

　ラタンたちが、

人々をたえず欺くことを座視してはならない。

彼らは甘言を弄して諸君の財産を引き寄せ、

　コキュトス（冥界を流れる嘆きの川）の水を

浴びせるのだ。

2これら狡猜な似非科学者たち、このおしゃべ

　りなトリアクル（幻想動物）たちは、

いかなる病も治せると偽る。

だが、これら害毒を流す者たちの最大の秘密は、

財布から金を引き出す錬金術にある。

3（彼らの）証明書は全部が全部値打がなく、

でたらめで取るにたらず、ガラクタで吹けば

飛ぶような代物である。

　これら食わせ者たちは、

彼らの陰謀を知らない愚かな民をしばしば編す。

　こうしたクルヴァルの批判は、しかし、さまざ

まな法的規制と同様に、決してシャルラタンの活

動を終息させるには至らなかった。いや、それど

ころか、12年後に著されるタバランの有名な反論

を引き出すための契機となったのだ。近世史家の

アンリ・シュルブレも言っている竈「ソネ・ド・ク

ルヴァルの風刺はシャルラタンに脅威を与えず、

人々にその蒙を理解させることもできなかった。

（シャルラタンに対する）彼らの信頼は、むしろ

17世紀を通じて日増しに高まっていった。それは

まさにフランス全体がこれら偽医者に侵された世

紀であり、一部の偽医者はこの治療者という職業

のお陰で、かなりたやすく財をなすことができ

た」（38〕。そして、モンドールについていえば、こ

うした蓄財によって、っいに貴族の称号と領地を

手に入れるまでなるのである。

　しかし、このことは、シャルラタンの活動が社
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会的・政治的に公認された、という事実を決して

意味しない。彼らの生業はなおも規制の対象と

なっており、人々の猜疑心と好奇心を煽ってやま

ない賎業だった。

　では、モンドールの場合はどうだったのか。お

そらく彼のシャルラタン稼業を可能にしたのは、

「国王の解毒医」という肩書きだった。所詮はそ

れとても偽称だったはずだが、あるいは彼は、他

の多くのシャルラタン同様、何かしらそれを偽証

する書状らしきものを携えていたはずである。携

えながら、彼は規制の網を巧みに潜り抜けた。そ

の限りにおいて、彼は権威を利用した。いや、利

用しつつ、これを潮笑った。権威の諸護化と脱聖

化。あるいはそうも言えるだろう。弟子タバラン

はモンドールの間近にいて、まさにそんな処世の

術も学んだに違いない。

皿．「シャルラタンの王」タバラン

　ニコラ・ボワロー、通称ボワロー＝デプレオー

（1636－1711）といえば、モリエールやラ・フォ

ンテーヌ、ラシーヌとも親交があった、17世紀の

フランスを代表する辛口の風刺家として知られる。

その彼をして「アポロンが扮した」と言わしめた、

軟膏・薬種売りシャルラタン・タバランの素性は、

しかし、明らかに師を凌いだ活躍ぶりほど分かっ

ていない。たとえば生地をナポリとする説もある

が確かとはいえず、本名もイタリア風にヨハン・

サロモンとする説と、フランス風にアントワーヌ・

ジラール説とみるがある（39〕。そして、とくにこ

の後者をとる場合、モンドールと姓を同じくする

ところから、2人を兄弟とし、したがって、生ま

れもこの師＝兄同様、ロレーヌ地方ないしパリ出

身とする説が出てくる（ちなみに、生年について

は、前述した『ロベール人名事典』と『ロベ⊥ル

仏和大辞典』は1584年で一致しているが、没年は

前者では1660年、後者では1633年となっている）。

　ことほどさように、タバランは得体のしれない

人物だった。だが、彼はシャルラタン文学の金字

塔ともいうべき『ファンタジアや対話、逆説、あ

けすけさ、出会い、笑話、諸概念を含む、タバラ

ン著作の世界的目録』（1622年）㈹という、いか

にも人を食った題名の書をものしてもいる。そこ

には時代の正統性を才気燥発に椰楡してやまない、

じつに研ぎ澄まされた眼差しとしたたかな戦略が

みてとれるが、この書を読む限り、彼はきわめて

該博な知識の持ち主であり、文章表現力もなかな

かのものであることが分かる。明らかにそれは、

フランス語を母国語とする者の著作なのだ。にも

かかわらず、彼はあえて自分の正体を隠そうとし

ていた。より適切にいえば、正体隠しを遊ぼうと

していた。

　たとえば彼の芸名Tabarinである。この名称は、

一般に騎士が鎧の上にまとった障中着ないしマン

ト（tabart）に由来するとされるが（41〕、問題な

しとしない。語それ自体は、16世紀の年代記者で、

ギュイエンヌの地方長官もつとめたブレーズ・ド・

嚢、

・章蓼琴・姦詔義島・

甘脚甘、㎞p＃戸戸甲甲宇
　　ψ牛伽・

萎　　　　一

髪一3・？

魯　　　　　へ

・毒

勉　　　“畠・．

髪

。誰

ドーフィネ広場でのモンドールとタバランのパフォーマンス。アブラハム・ボスの版画、18世紀。
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モンリュクの『断簡集』（1570年）に、「道化」を

意味するものとしてすでに初出していたからだ。

おそらく彼はこちらを採ったω。つまり、白ら

道化と名乗ることで、正体を隠した。隠して、そ

れまでの自分と訣別し、犯罪と紙一重のシャルラ

タン世界に身を投じようとした。徹頭徹尾道化を

演じようとした。自らの過去から一切の意味を奪

い、トリックスターとしての自分に意味を与えよ

うとした。あるいはそこに、人文主義者ゼバスチャ

ン・ブラントが1494年にストラスブールで刊行し

た、諸護の書『愚者（道化）の船』の蟹みに傲っ

て、すべての人間は愚性を備えた道化とする裏返

された平等のアイロニーを仕掛けた。そうとも考

えられるのである。その限りにおいて、のちに

「道化・悪ふざけ」を指す語として造られたタバ

リナド（tabarinade）とは、タバランの諸講精神

を忠実に受け継いだものといえるのではないか。

　さて、最初のうち小姓ないし下働きとして師モ

ンドールにつかえていたタバランは、遅くとも

1620年までには、舞台で道化役を演じ、師の間答

の相方をつとめるまでになっていた。そんな彼の

出で立ちは、『タバラン著作集』（1627年）の口絵

に見られるように、マントにゆったりとした幅広

のズボン、それに司教帽に似た奇妙な形の帽子。

加えて、ネプチューンの三叉の矛を思わせる髭を

蓄え、腰には木剣を下げていたという。時には山

高帽のようなものもかぶったようだが、いずれに

せよ彼は、帽子に一つの重要なメッセージを仮託

していた。フランス国立図書館（旧館）には、彼

の舞台を描いた版画が何点か保存されているが、

そのうちの一葉には、舞台の後幕に次のような文

言が記されている。読みようによっては、挑戦的

とも愚弄的ともとれる内容である。

第14巻

世界はシャルラタンの山にすぎない。

タバランがその帽子を振りかざすように、

われらもまた頭を働かせよう。

各人が自らの役を演じ、

タバランより深く考える。

こうして彼よりシャルラタン的となる者は、

さてお立会い、神の祝福を得ることができる。

アーメン。

第1号2001年

　だが、このあまりにも過剰すぎる自信ないし傲

岸さは、改めて指摘するまでもなく、多くの反穣

を買った。これについては、たとえば1619年の彼

の書簡形式によるシャルラタン反批判文（43〕が能

弁に語っている。まず、そこからみていこう。い

ささか長い引用になるが、タバランの姿勢が明確

に示されている以上、必要箇所まで割愛するわけ

にはいかない。

　2日ほど前、自らの技術を実際に一般人に用

いている者たちに対し、某氏が勝手な中傷文を

著しています。たとえこの者たちが、中傷文に

記された通りだとしましても、あるいはまた、

彼らがその敵に憎しみを掻き立てているとしま

しても、私としては民衆に奉仕するという本質

的な望みに突き動かされており、より大きな好

奇心を満足させ、人の体の苦しみを軽減するこ

とができるようなものすべてを求めかつ認識す

るため、いかなる刻苦勉励も苦痛も仕事も決し

て惜しんだことがありません。かかる私であっ

てみますれば、いかなる場合においても、自分

に中傷や非難が向けられるのは不快の極みであ

り、私の薬を求める人々を欺いたり、裏切った

りする意図もまったく持ち合わせておりません。

それどころか、自由に言わせてもらえるなら、

私に向けられる賛辞のみならず、私の薬から比

類のない恩恵を受けた無数の人々からの日々の

感謝ですら、含差の思いに駆られています。

　私にとって、それは悪口に対する弁明となる

はずです。『シャルラタンたちの（露見した）欺

嚇』と題された書が、悪意をもってひとつの目

的のためだけに刊行されたことは知っています。

その目的とは、私が諸氏から身の丈を越えて

賜っている友情を失わせようとするところにあ

ります。しかしながら、私が一切の欺臓とは無

縁であることを知っていただければ、諸氏にお

かれてはこの無礼を答め、それが嫉妬に、つま

りあからさまかつ意図的な妬みによるもの理解

して下さるものと信じてやみません。そして私

としましても、もし神意に適いますなら、かか

る嫉妬と闘い、全力をあげて諸氏のご厚情に仕

え、すべてを諸氏に捧げてきました善人に期待

されるすべてのことに対し、精一杯お役に立っ
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所存です。

　文中の「諸氏」が具体的にだれを指しているか

は不明である。だが、「某氏」が前述した『シャル

ラタンと偽医者に対する椰楡』の著者クルヴァル

であることは間違いない。彼が1610年の前作を改

稿した『シャルラタンたちの露見したさまざまな

欺臓』㈹を、1619年に発表しているからである。

ともあれタバランは、こうしてシャルラタンー般

に向けられたはずの批判を自分に引き寄せる。引

き寄せて、彼はこれに反撃を加えた。つまり、正

統な医者や薬剤師らの批判は、民衆が自分とその

薬に大いなる期待と賛辞を寄せていることに対す

る、埼もない「中傷」や「嫉妬」だと断じている

のだ。自信と誇りと尊大さ。彼を「シャルラタン

王」に仕立てた諮謹精神は、まさにこの本来的に

分かち難い三つの心に支えられていた。

　一方、前章でとりあげたデゴレースの『シャル

ラタンの起源や習俗、詐欺、詐称についての陳述』

は、タバランとデコンブヘの「献辞」こそあるが、内

容的にはクルヴァルのシャルラタン批判を継承し

たものといえる。彼は書いている（45〕。

　それゆえ、（おお、無知なる民衆よ）美徳が詐

欺師を求めておらず、タバランも必要としてい

ないことを知らなければならない。医学は美徳

である。そんな医学をおどけて切り売りしよう

とするのは、医学を汚すことであり、汚れを蔓

延させることでもある。さらにいえば、その破

減にもつながるのだ。こうした医学は野卑な称

賛とは徹頭徹尾無縁であり、吝薔さを排斥しつ

っ、きわめて重要な存在としてある。そして、

喜劇や歌やヴァイオリンを無用としながら、自

ら光り輝き、黄金や宝石以上の豊かさを保って

いるのだ。

　デゴレースはまたシャルラタンの騎しの技法

について、こうも述べている（46〕。

　　（…　　）シャルラタンのもうひとつのご

まかしは、次のような手口からなる。すなわ

ち、舞台に上る1，2時問前、彼らは舞台に一

番近い薬局に駆け込み、砒素化合物を数粒選ん

で、使いを寄越したらこれを渡してくれるよう、

薬局主に頼む。こうしておいて、いよいよ彼ら

は舞台に立ち、自分たちの扱う薬がどれほど優

れた解毒剤であるかを自慢し、褒めそやす。そ

れから彼らは下僕ないし助手の1人を薬局に遣

わし、予め選んでおいた毒薬を持ってこさせる。

そして、見物人の目が集まる舞台の上で、詐欺

師は薬箱の蓋に氷砂糖をいくつか縞麗に並べ、

それを手にとって見物人たちに見せてから、口

に入れる。この氷砂糖は毒薬とかなり似ている

ため、見物人は本物の毒薬を飲んだと勘違いし

てしまう。そこで詐欺師は偽物の毒消しを呑む。

これを見て、見物人たちは称賛と驚きを禁じえ

ず、ハンカチーフや手袋にお金を包んで、先を争

うようにして投げ入れる。こうして投げ銭が十

二分にたまると、シャルラタンは背後のタピス

トリーの陰に退き、なおも貧しい者たちの無知

と愚かしさを愚弄して大笑いするのだ…　　。

　はたしてタバランやデコンブを初めとする売薬

シャルラタンが、こうした編しの手法をどこまで

駆使していたのかは分からない。この明らかな挑

戦に対して、はたしてタバランらがどのような反

撃を加えたのかを示す資料も、残念ながら今のと

ころ見当たらない。ともあれ、同様の批判は、と

くに医者や薬剤師たちから数多く出されたに違い

ない。だが、モンドールとともに、ポン＝ヌフ橋

やドーフィネ広場の舞台に立って、パリの市民は

もとより、貴族やブルジョワたちの関心すら引き

付けたとされるタバランにとって、もはやいかな

る批判も負け犬の遠吠え以上の意味をもたなかっ

た。何よりも彼には、そうした批判を相手に・・

・堂々と反論を展開できるだけの素養と機知とが

あった。いわば彼は、一流であったかどうかはと

もかく、当時のシャルラタンー般が有する知の体

系と騎り＝語りの技法を文学にまで止揚した著述

家であり、権威杜会に対する批評家でもあったの

だ。彼の歴史的名声は、まさにそこに起因してい

た。少なくとも、単にシャルラタンとしての振舞

いにのみ基づく名声ではなかった。

　師モンドールを仮想対話の相手として延々と展

開する『問答集』（1622年）は、そんな彼の名声を

決定づけた著述といえる。今日残っているのは、
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1627年にルーアンで刊行された『タバラン著作・

幻想全集』（増補版）に収録されたものだが、問答

の一部は、実際にドーフィネ広場の舞台にかけら

れたはずだ。その構成はほぼ一貫していた。まず

タバランが師にさまざまな問いをぶつけて大仰か

っ正統的な言葉を引き出し、これをしばしば卑近

な楡と当意即妙な機知によってやりこめる。つま

り、権威＝師と服従＝弟子とが綾なす一種の杜会

劇を通して、逆さまの知的＝言語世界ないし《コ

ムニタス》（ヴィクター・ターナー）を現出すると

いう、すぐれてカルナヴァル的筋書きになってい

たのだ。たとえば間答集の第一問「最高の医者と

はだれか。いかにして病を診断するか」において、

タバランと師は次のようなやり取りをしている
（47〕。

　師：最高の医者とは、ものの本質を完全に知

りぬいている者たち、その特性や組成、構造を

弁えている者たち、さらにその気質を知り、そ

こから自らの考察を立ち上げ、健康にとって何

が相応しいかを判断する者たちをいう。私の理

解では、理論をもつ者たちはきわめて優れてお

り、理論に基づいて実践と経験を積む者たちは、

もろもろの疾病や、己の治療にお’いて起きるか

もしれない事故に関してより完壁な考えを抱い

ているところから、最高の医者と思える。医術の

本質全体は、まさに経験のうちにあると心得よ。

　タバラン：では、先生はどのようにして病気

や病人を見分けるのですか？

　師：それには、往診して（病人の）脈をとり、

体のどこが不調かを尋ね、顔色を判断し、尿を

調べ、食欲の有無などを調べるのだ。

　「治療において起きるかもしれない事故」とは、

いかにも時代を示す文言だが、こうした師の言説

全体は、ガレノス流中世医学の橿桔を外れ、近代

医学の基本的理論・実践とかなり符合している。

このことは、いうまでもなく著者タバランの医学

的意識が、単なる偽医者＝シャルラタンの域を越

えて、すでにそこまで進んでいたという事実を示

している。いわば彼は、自らのうちに中世と近代

の2通りの医術を自らのうちに共存させ、これを

演劇的に、時にはまた儀礼的に操作しながら、杜
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会的なトリックスターたろうとしていた。その隈

りにおいて、彼は、正気と狂気の接点で振舞う道

化と同じように、まさに両義的な存在だったとも

いえる。

　さて、戯作者としての彼は、これに続けてかな

り奇抜な論理を役者タバランに吐かせる。

　「最高の医者」とは樽からワインを小分けにして

取り出す「トヌリエ」（字義は「樽職人」）だとい

うのだ。わけを訊かれて、役者タバランは答える。

　トヌリエがワイン榑を調べる際には、中のワ

インが白いとか、明るいとか、悪臭がするとか、

範が壊れているかどうかなど尋ねたりはしませ

ん。病は内側からでしか分かりませんが、トヌ

リエは内部を観察するだけです。そのため、彼

は樽の上方にある栓を開き、中に鼻を入れます。

それから両手で両方の樽底を叩くと、内側から

気が立ちあがり、樽の上部から出てきます。こ

うしてトヌリエはワインの出来不出来を判別す

るのです。

　最高の医者とは、まさにこのトヌリエのように、

自らの感性によって病状を判断できる者でなけれ

ばならない。著者タバランはそう主張するのであ

る。正統医師を演ずる師の高遷な説を卑近な楡に

よって覆す。そこに立ち現れるのは、ほくそえむ

弟子タバランの姿であり、正統医学の権威を足蹴

にして警え立つ、著者タバランの勝ち誇った顔で

ある。もとよりモンドールが、実際に同様の問い

かけをされてどう答えるかは不明だが、少なくと

もこの「師」の役どころは、こうしてつねに椰楡

の対象となる権威の象徴としてあった。そこでは

師が蒙昧な存在として描かれ、機知に長けた弟子

が、むしろ理を説く者に転位している。主客の逆

転と正統の脱聖化。問答集の主調と醍醐味はまさ

にここにある。もはやそこにシャルラタン的世界

がもつ危うげなイマジネールはない。いや、むし

ろ正統をシャルラタン的なものとして有徴化して

さえいるともいえる。

　尊敬おくあたわざる師であるモンドールを、あ

えて問答の相手として登場させた所以は、おそら

くそのあたりにあるのだろう。そして、タバラン

はそんな間答を舞台にかけ、見物人たちに披露し
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た。それを見て、見物人たちはモンドール演じる

師を噺笑い、自分たちと同じ目の高さにある民衆

精神の化身タバランを賛美し、やんやの喝采をお

くったことだろう。稀代のシャルラタン・タバラ

ンは、まことに稀代の演出家であり、卓抜した戦

略家でもあった。

　興味深いことに、タバランはまた1623年にパリ

で著された、フランス初のロマン・ピカレスク悪

漢小説にも登場している。小説の題名は『今世紀

の一部の者たちにみられる数々の欺隔や繊細さ、

不快感、愚行およびその他の悪が素朴なまでに表

された、フランシオンの滑稽物語』（全12巻）。著

者は、ルイ十三世下のフランス杜会を独特の風刺

感覚で描き出した、パリ生まれのシャルル・ソレ

ル（1600頃一1674）。著者の前口上によれば、この

物語はもともと数年前に他界したある高位の騎士

が書き下ろしたものだというが、そこではリュー

ト（擦弦楽器）によって病を治すとされていたフ

ランシオンなる牧童が、治療を求めにやってきた

農民を前にして、次のように高言する箇所がある。

「私はフランス各地の町に出没するあの高名なタ

バラン以上に知者であり、オペラトゥールという

よりは、むしろ医者に近い」（側。

　名医（？）であることを宣するのに、タバラン

を準拠枠として引き合いに出す。それは、改めて

指摘するまでもなく、当時、彼が知識人の問でも

看過しえぬシャルラタン＝オペラトゥールだった

ということを端的に示している。だが、牧童が実

際に治療・売薬を行うことはもとより許されず、

だとすれば、著者の意図はともあれ、フランシオ

ン自身、シャルラタンないしその同類にほかなら

なかった。それは、主人公フランシオンの次のよ

うな言葉からも明らかである。「私は騎士道のため

に兵士たちを治し、神の名誉のために貧者たちを、

そして金のために金持ちの商人たちを治す。（・・

・）あなたがたは何かほかにこれといった薬がな

いか尋ねておられる。もっています。美肌用のク

リームを。それは雪のように白く、バルサム（芳

香性植物樹脂）や爵香のように芳香を発します。

（…　）傷によく効く軟膏ももっています。だ

れか怪我した者がいれば、たちどころに治してみ

せます。私は医者ではなく、博士でも哲学者でも

ありません。しかしながら、私の軟膏は哲学者や

博士や医者に決してひけをとるものではありませ

ん．経験は知識に勝り、実践は理論以上のもので
す」（49〕。

　おそらく、引用文中の「私」をシャルラタンと

置きかえれば、これもまたシャルラタン現象のす

ぐれて文学的な紹介ということになるが、こうし

た大仰な言葉遣いは、シャルラタン独特の口上を

紡佛とさせる。何よりもそこには、正統なるもの

が紡いでやまない風景に決然と開き直った、一種

の諸誰精神が克明にみてとれるからだ。

　ともあれ、こうして才気換発な書をものし、他

人の小説にまでその名が登場するようになったタ

バランは、しかし『問答集』を編んだ3年後、っ

まり1625年のある日、忽然とパリから姿をくらま

す。なぜか。lO年間のシャルラタン稼業で5万エ

キュも蓄財したドゥニ・レスコほどではないまで

も（50）、モンドール同様、かなりの富を蓄えてパ

リ近郊に領主所領を手に入れたためか、それとも

堅い絆で結ばれていたはずの師との問に、何かし

ら離反を余儀なくするような亀裂が入ったためか。

理由は不明である。確かなのは、やがて田園に移

り住んだにもかかわらず、賛沢三昧の生活が隣人

たちの妬みを買い、1633年8月以前、彼らの誘い

に乗って狩り’にでかけ、その中の1人に言いがか

りをつけられてついに刺殺された、ということで

ある（51〕。

　ポン＝ヌフとドーフィネ広場は、こうして「シャ

ルラタンの王」を失う。たしかにそれはシャルラ

タンたちだけでなく、パリ市民にとっても大きな

痛手となった。タバランが彼らの不平不満のまた

とない代弁者であり、口上と笑劇と多少とも怪し

げな薬によって非日常の夢をつないでくれる、ま

れに見るトリックスターでもあったからだ。そし

て、モンドールにとっても、相方の失践は大きな

打撃となった。たしかに彼は、さらにそれからI0

年問、パデルなる男を代役に立てて笑劇を上演し、

薬を売り続けたが、偉大な弟子の失嫁によって

失った客は、二度と戻ってはこなかった152〕。
　モンドール
「金の山」とは、まさにタバラン自身にほかなら

なかった。この事実を、はたしてモンドールはど

う受け止めたのだろうか。
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おわりにかえて

　以上、綾々紹介した干ンドールとタバランは、

彼らの後継者ともいうべき18世紀前葉の売薬シャ

ルラタンであるグラン・トマ（字義は「偉大なト

マ」）同様、俗に「星の数ほどいた」と言われる同

輩たちの中で際立った存在だった。詳細はいずれ

上梓される予定の拙著に譲るほかないが、フラン

ス各地の古文書館に記録が残るほとんどのシャル

ラタンたちは、たえず治安・行政当局や同業組合

の指弾を受け、その行動がスキャンダラスなもの

として告発の対象となっていた。告発されて、投

獄された者も決して少なくなかった。だが、それ

でも彼らは生きぬいた。なぜか。彼らのしたたか

さに理由の一端を求めることはできるが、もとよ

りそれで能事足れりとするわけにはいかない。権

力側の目と民衆側のそれが必ずしも一致していな

かった。まさにそこに彼らが存在しうる間隙が

あった。事実、民衆にとってみれば、前述したよ

うに、鑑札の有無などは権力側が問題視するほど

のことではなかったのだ。

　しかもシャルラタンは、近代へと向かう社会の

日常を祝祭化してくれた。彼らシャルラタンの歴

史的意味は、たしかにそこにある。しかし、それ

だけではなかった。たとえば彼らと行動を共にし、

客寄せの前座芝居を任されていた、コンメディア・

デラルテやフランスの芸人たちは、各地を巡りな

がら、モリエールらの専業的な旅一座とは異なる

形で、民衆演劇の基盤を確実に醸成していった。

そんな芸人たちの中からは、オテル・ド・ブルゴ

ーニュ座を初めとするパリの常設館に進出し、つ

いに看板役者にまで出世した者もいた。その代表

格が、前述したゴールティエ＝ガルギユらのいわ

ゆる喜園三羽烏である。

　さらに、彼らシャルラタンの存在と言動は、多

くの文学作品に題材を提供しただけでなく、すぐ

れて反体制的ないし風刺的な、いわゆる《シャル

ラタン文学》を生み出してもいった。前述したタ

バランの『世界的目録』などは、さしずめその典

型といえる。そういえば、フランス・ルネサンス

が生んだあの驚天動地の飽食文学『ガルガンチュ

ワとパンタグリュエル物語』も、こうした諸護文

学の範濤に入れれば一層の理解がいくだろう。

　シャルラタンが怪しげな腕前や薬の功能を際限
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なく誇張したのと同様に、ラブレーもまた、自ら

の譜護的イマジネールを自由闇達に駆使し、狽雑

な言葉の含意を極隈まで拡大して一個の文学に仕

立て上げた。仕立て上げることで、修道士であり、

正統医師でもあった自らの正統性を果敢に逸脱し

ようとした。その隈りにおいて、彼はまさにシャ

ルラタン精神の申し子ともいえる。そんな自分の

作晶を汚穣下賎な涜神の書と難じたジュネーヴの

カルヴァンを、彼はおそらく当時シャルラタンと

同じ意味で用いられていた「詐歎師」（emposteur

＞imposteur）と断じている㈹。あるいはラブ

レーは、かつて同士だったこの宗教的指導者のう

ちに、一種のシャルラタン性を看破していたのか

もしれない。むろんそれは、ラブレーのとは随分

と異質なもの充ったはずだが…　　。

　そして最後に、こうした対抗文化の担い手とで

もいうべきシャルラタンたちの存在は、彼らを職

能組合から排除し、あるい明確な一線を画そうと

する正統な医師や薬剤師たちの危機意識を助長し、

なおも中世医術が幅を利かせていた大学医学部や

医・薬学校の教育システムを整備させ、結果的に

医学や薬学のさらなる精綴化や構造化を、つまり

近代化を促した。

　このようにみてくれば、もはやシャルラタンを

して文化英雄と呼ぶのに何の差し障りもないとい

える。シャルラタンが生きた時代とは、畢寛する

ところ正統と異端の二分法的構造がせめぎあう時

代の謂であり、まさに前者が後者によって真に成

り立ちうるという社会の力学を、改めて顕在化し

た時代でもあった。そして、さまざまな領域に及

ぶこの脱聖化のプロセスが、たとえ部分的にであ

れ、フランス杜会の近代化を立ち上げたのだ。た

とえば、中世の黒死病が、結果的に近代の予防医

学や都市改造を招来したように、である。

　だが、やがてシャルラタンの医者や売薬人は、

フランス革命時に国家的な規制を受けて急速に衰

えていく。革命政府が各県知事に正統医師や薬剤

師のリストを作成させ、そこに名前の載らない者

をシャルラタンとして、活動を禁止させたのであ

る。ところが、ここに奇妙な事態が発生する。そ

れまで正統をもって任じていた医師や薬剤師のう

ち、拙い施術を行ったり、効果の乏しい薬を商う

者たちが、民衆からシャルラタンの烙印を押され
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るようになった。つまり、民衆は、かって正統な

る権力が正統ならざる医・薬業者をシャルラタン

と断じたように、正統なる医師や薬剤師をシャル

ラタンと呼ぶようになったのだ。

　そして、こうした民衆言語の用語法は、’20世紀

に入ってさらに新たな意味を獲得し、一部の無責

任で怪しげな政治家や教育者にまで及ぶようにな

る。しかし、これら新しい「異形」のシャルラタ

ンたちに、時代を祝祭化する力はなく、民衆から

もはや蔑み以上の想いを寄せられることもない。

正統たるべき権力のシャルラタン化、あるいは

シャルラタンの最終的な脱聖化。あえていえばそ

うなるだろう。してみれば、歴史の奇矯はまさに

ここに尽きるといえる。

註（イタリック体の出典は論文、BMMはモンペ

リエ市立図書館、ADHはエロー県立古文書館、

BMはマザリヌ図書館を指す）

（1）拙論「パロディック・リアリズムーフリー

　　クス論」、《体育の科学》第47巻第7号、1987

　　年、500頁以下参照。なお、この拙論は、本論

　　　「おわりにかえて」に言及のあるグラン・ト

　　マを扱ったものである。

（2）ちなみに、語源学に巨歩を記しデュ・カンジュ

　　は、さらにラテン語のCeretanuS（薬の行商

　　人）もシャルラタンの語源として挙げている

　　　（Dominio　DU　CANGE：Glossarium　me－

　　diae　et　infimae1atinitatis，t．II，Didot

　　Fratres，Paris，1842，p．293）。中には、ミス

　　トラルのプロヴァンス＝フランス語辞典

　　『フェリブリージュ宝典』ように、語源をイ

　　タリア語のCiar1are「話す」に求める説もあ

　　る（Fr6d6ric　MISTRAL：Lou　Tr6sor　d6u

　　F61ibrige，1878，CuItureProvenqa1etM

　　6ridionaIe，Raphさ1e－1さs－Ar1es，1979，p．

　　533）。なお、ミストラルはシャルラタンの同

　　義語として、ラテン語のa1aZon（法螺吹き、

　　偽善家）から派生したプロヴァンス語の

　　a1antaを挙げている（ibid．，p．64）。一風変

　　わっているのは、K．H．マンジュ（Manges）と

　　A．R．ニクル（Nykl）の仮説で、彼らは

　　ciar1atanoの語源をトルコ語の動詞dzar－la

　　ないし名詞dzarlamakに求めている（Jean－

　Claude　MARGOLIN：8ur　qαθ！qαe8壇u－

　re3dθo加〃∂f∂η821∂Reη∂応8∂ηcθ，in

　《Devins　et　charlatans　au　temps　de1a

　Renaissance》，Centre　de　Recherches

　sur　1a　Renaissance，Univ．de　Paris－

　Sorbonne，Paris，1979，P．38）。

（3）DESGORRES：De　11origine，m㏄urs，

　fraudes　et　impostures　des　Ciarlatans，in

　Oeuwres　comp1さtes　de　Tabarin，t．I，6d．

　par　Gustave　AVENTIN，P．Jannet，Paris，

　1858，p．249．

（4）Jacques　AMYOT：Les　vies　des　hommes

　mustr6s．．．，1567（Albert　DAUZAT　et　a1s．：

　Dictionnaire　6tymoIogique　et　histori－

　que　du　franqais，Larousse，Paris，　1963

　／1993，p．143）．A1girdas　J．GREIMASと

　Teresa　M．KEANEは、『中世フランス語辞

　典』（Dictionnaire　du　moyen　franQais，

　Larousse，Paris，1992，p．l05）の中で、同

　じアミヨが1572年に著した『プルタルク著作

　集』（Oeuvres　de　Plutarque）を初出として

　いる。

（5）C．N．R．S．（6d．）　：Dictionnaire　de　1a

　1angue　du　19e　et　du20e　siさc1e，KIinck－

　sierck，Paris，1977，p．557．

（6）Walter　VON　WARTBURG：Franz6－

　sisches　Etymo1ogisches　W6rterbuch，B．

　IL　J．C．B，Mohr，丁首bingen，1940，p．607．

（7）MISTRAL，op．cit．，p．64．

（8）シャルラタンの用語法に関する以下の記述

　は、Edmond　HUGUET：Dictionnaire　de
　la　langue　franCaise　du　seiziさme　siさcle，t．

　II，Ancieme　Honor6Champion，Paris，

　1932，p．203や、Fr6d6ric　GODEFROY：

　Dictionnaire　de11ancienne1angue　fran－

　qaise　et　tous　ses　dialectes　du　IX・au　XV・

　siさc1es，t．10，Lib．des　Sciences　et　des

　Arts，Paris，1938による。また、Gui1laume

　BOUCHET：Les　S6ree，t．II，Poitiers，

　1584，p．217；Philipe　de　MARNIX：

　Tab1eau　de　1a　diffξrence　entre　1a

　religion　chr6tieme　et　le　papisme，1iv．I，
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　t．　IV，　Lyde，　1599，　p．　7；　Etienne

　PASQUIER＝Let，res，Amsterdam，t－X，

　1723，p．7；Andr6　THEVET：Cosmo－
　graphie　universene，t．X，1571，p．1O；

　Pierre　LE　LOYER：Discours　et　histoire

　des　spectres，t．VIII，Paris，1608，p．1lなど

　も参照されたい。

（9）Jean　BODIN：Les　six　livres　de1a　R6－

　pubIique，　1583，　6d．　et　pr6s．　de　G．

　MEIRET，Livre　de　Poche，Paris，1993．

（1O）VON　WARTBURG，op．cit．
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